
           鹿児島のオリジナル品種「大将季」の産地づくり 
     活動期間：平成20年度～(継続中) 

○ 大将季（だいまさき）は，従来の不知火より果皮及び果肉色の橙色が濃い
鹿児島のオリジナル品種で，生産拡大と不知火との差別化を図ったブランド
産地化が期待されている。 

○ そこで，大将季の品種特性を把握し，その栽培技術の確立と普及により，
面積拡大を図るとともにブランド化推進に取り組んだ。 

○ その結果，大将季の栽培面積が拡大し，出荷量が増加するとともに品質
向上により，高単価・安定販売につながった。 

具体的な成果 

１ 栽培面積拡大と出荷量の増加 
■着果安定・品質向上対策に取り組み，栽

培技術の確立・普及を図ったことで，面積
が拡大し，出荷量も増加 

 ○栽培面積 H20 12.4ha → H26 25.4ha 
 ○出荷量 （加温栽培） 
                 H20 42.4t → H26 118.6t 
 

２ 品質の向上 
■糖度13度以上・クエン酸１％以下の果実

の出荷割合が向上   
 ○平成24年の出荷割合に対して 
   平成27年度に８％向上（加温栽培） 

３ 単価向上による有利販売 
■従来の不知火より高い 
  販売価格で推移   
 ○対不知火販売単価 
  （円/kg）差の割合 
   （加温栽培） 
   H20  105％  
   H25  132％ 
   H27  125％  

普及指導員の活動 

１ 産地ビジョンの策定とブランド化に向け 
  た推進体制の整備 
○関係機関･団体と生産者組織の連携によ  
   るビジョン策定（H２０～H２６） 

○ブランド化の推進（Ｈ２０～継続中） 

○マーケティング調査（Ｈ２３～２５）   

２ 栽培面積拡大の推進 
○関係機関・団体，生産者組織一体となっ 
  た苗木の導入推進とカウンセリングの実 
 施 (Ｈ２０～継続中) 

○新規就農者への推進（Ｈ２７～継続中） 

○ウイロイドフリー樹の早期成園化実証 
  （Ｈ２５)と波及（Ｈ２５～継続中） 

３ 安定生産と品質向上への取組 

○ウイロイド感染樹の栽培技術確立 
  （Ｈ２０～２３）と栽培マニュアル作成・波及 
 （Ｈ２３） 

○ウイロイドフリー樹の栽培技術確立 
 （Ｈ２３～継続中）   
 

普及指導員だからできたこと 

・研究機関・革新支援専門員・ＪＡ・市町等と
連携し，役割分担をしながら，産地形成に
向けた活動を展開できた。 

・普及指導員の調査研究として重点的に取
組み，栽培技術の確立や「大将季」の知名
度向上を図ることができた。 

鹿児島県 
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鹿児島県

鹿児島のオリジナル品種「大将季」の産地づくり
だ い ま さ き

活動期間：平成20年度～継続中

１．取組の背景

大将季（だいまさき）は，従来の不知火より果皮及び果肉色の橙色が濃い鹿児島

県オリジナルの品種（平成18年登録）で，加温又は無加温の施設及び露地栽培によ

り生産されている。

この大将季は市場評価が高く，有利販売が期待できることからその生産拡大とブ

ランド産地化に向けて面積拡大やブランド化推進，加温栽培を主導した安定生産を

図る必要があった。

２．活動内容（詳細）

（１）産地ビジョンの策定とブランド化に向けた推進体制の整備

ア 産地ビジョンの策定

関係機関・団体からなる出水地域果樹産地協議会で，産地の方向性を示す果樹産

地構造改革計画の見直し・作成を行い，生産者組織に提案をしながら，大将季のブ

ランド化に向けた産地ビジョンの策定を行った。

イ ブランド化に向けた推進体制の整備

「かごしまブランド産地」指定のためには，

指定基準やK-GAP(かごしまの農林水産物認証

制度)認証の取得が条件となっている。

そこで，販売額の拡大とK-GAP認証取得拡大

に向けて関係機関・団体，生産者組織と協議

しながら推進している。

ウ マーケティング調査

平成23年から25年には，大将季のＰＲ事業

（県単独）を活用し，大将季バイヤーとの意

見交換や東京の百貨店での試食宣伝，スタン

ドバック，ノベルティの作成，ＪＡ女性部と

の連携による県内消費地での試食宣伝，試食

とあわせた大将季プレゼント企画付アンケー

ト葉書の配布など，消費者への知名度向上に

取り組んだ。

まさき君キャラを使用したノベルティ

大手百貨店でのＰＲ促進



（２）栽培面積拡大の推進

ア 関係機関・団体，生産者組織一体となった苗木の導入推進とカウンセリングの

実施

県園芸振興協議会出水支部果樹技術部会では，出水地域果樹産地構造改革計画の

進捗状況を協議しながら，大将季を拡大推進する農家のリストアップを行い，個別

巡回で推進を図っている。特に，加温デコポン研究会員へは経営シミュレーション

によるカウンセリングを行い，既在品種から大将季への更新と無加温・露地での面

積拡大の啓発を行っている。

イ 新規就農者への推進

次世代の出水地域果樹産地を担う青年農業者のリストアップを行い，新規就農者

を中心とした青年農業者の研修会を開催し，大将季の有利性や栽培方法等を説明し，

大将季推進を図っている。

ウ 苗木導入後の早期成園化実証と波及

苗木導入後の早期成園化の実証によりモ

デル園を育成することができ，ウイロイド

フリー樹の特性を踏まえた摘果方法や枝梢

管理を講習会等で指導し，従来の不知火か

らウイロイドフリー大将季への改植を推進

している。

ウイロイドフリー樹への改植状況

（３）安定生産と品質向上への取組

ア ウイロイド感染樹の栽培技術の確立と栽培マニュアル作成・波及

大将季は，平成20年当初ウイロイド感染していたので，県試験研究機関と連携し

て感染樹に対応した技術開発のための実証ほを設置し検討した。実証成果は栽培マ

ニュアルの作成に活用された。栽培マニュアルの内容を栽培暦に反映させ現地研修

会等を行い加温大将季栽培農家にこれらの技術を波及した。その際に「現場創造型

技術(匠の技)活用・普及支援事業(国庫)」を活用した。

イ ウイロイドフリー樹の栽培技術確立

県試験研究機関から供給されたウイロイドフリー樹の苗木を実証ほに植栽し，感

染樹との特性の違いを比較検討した。

また，成園化したウイロイドフリー樹の着果管理・品質向上技術の実証を行って

いる。

３．具体的な成果（詳細）

（１）栽培面積拡大と出荷量の増加



大将季の栽培面積は，H20年の12.4haに対してH26年には25.4haと２倍近い伸び

となった。出荷量は，加温栽培の出荷量を例にとると，H20年の42.4ｔから，H26

年には118.6ｔと増加した。

（２）品質の向上・単価向上による有利販売

ア 大将季（加温栽培）の年内出荷率，糖度13度以上・クエン酸１％以下の果実の

出荷割合，出荷量，販売単価

大将季の栽培技術が農家に浸透

したことにより，高酸傾向の果実

割合がH20年の25.2％に対してH23

年は6.7％，H27年では0.2％と少な

くなり，年内出荷率が向上した。

また，糖度13度以上・クエン酸

１％以下の果実の出荷割合は，H24

年の割合に対してH27年で８％向上

した。

販売単価は，従来の不知火に比べて，H20年で105％，H25年132％，H27で125％

と高く，有利販売ができている。

４．農家等からの評価・コメント

ウイロイド感染大将季の課題を短期間で解決でき，所得も向上して良かった。試

験研究機関との連携や現地実証ほ等のデータに基づいた支援・指導を今後ともお願

いしたい。もっと大将季を全国にＰＲしていきたい。（出水市Ａ氏）

ウイロイドフリー大将季は樹勢が強く生育のコントロールが難しい可能性がある

が，豊産性の可能性もある。技術の確立と波及をよろしくお願いしたい。また，農

家の底上げ支援も普及組織には期待している。（出水市Ｂ氏）

５．普及指導員のコメント

（北薩地域振興局農政普及課出水市駐在 技術専門員 平田昭人）

大将季は，施設果樹型農家を中心に経営の主体となりうる品目である。大将季は，

形と色，食味が消費者の興味を引く高級商材となっているので，これからも高品質

・生産安定と所得向上を組織的に支援していく。

６．現状・今後の展開等

需要に対して供給が足りない状況となっている。高糖度生産技術を確立しながら，

ウイロイドフリー樹を軸とした生産体制の強化を図る。大将季のＰＲ，販売促進，

消費者ニーズ（階級や出荷時期）の生産への反映，鹿児島の不知火（デコポン）＝

「大将季」のブランド化を図るため，関係機関，生産者と一体となって取り組んで

いく。
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